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Reduced brain activation during imitation 
 and observation of others in children with  
 pervasive developmental disorder: a pilot study. 
（広汎性発達障害児における動作の 
    観察・模倣時の脳血流変化の抑制 ）   














広汎性発達障害（Pervasive developmental disorder ;PDD）児において、模倣が苦手で
あることは臨床的特徴の一つである。近年、この模倣の苦手さに関連して、PDDにおけるミ
ラーニューロンシステム（Mirror Neuron Systems; MNS）の異常が示唆されている。MNSは、
動作の模倣時のみならず動作の観察時にも活性化が認められる神経システムであり、マカ
クザルの脳におけるＦ５領域で発見された。人においては下前頭回と下頭頂小葉に相当し、
functional MRI 等を用いた研究においてこれらの部位での MNS 活性化が認められている。
本研究では、近赤外分光法（Near infra-red spectroscopy; NIRS）を用い、PDD 児におけ
る動作の観察・模倣の際の MNS機能異常について検討した。 
対象は、PDD 男児 6 名（8－14 歳，平均 10.7 歳）と、年齢・性別のマッチした定型発達
男児 6名（9－13歳，平均 10.9歳）とした。参加児の特性把握のため、「社会的スキル尺度」
を保護者記入により調査した。課題としては、女性がビンのワンタッチキャップを開閉し






































以上の結果、本研究は NIRS による MNS 活動の測定を通して、PDD 児では MNS が定型発達
児と同様には機能していない観点から、PDD児における模倣の苦手さについて、脳機能画像
的に PDDの病態の一部を明らかとした。 
